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　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　修士論文 ア ブ ス トラ ク ト

して 可能で あ る こ と を確 認 した 。 特 に Ni ， Fe の 元素に 対 して は ， 散乱補正 の 可能性を示 し得

た 。信号処理 法 と して は ， PM 内部ゲー
ト法 と光子 計数法を試み ， 特に光子計数法 で は良好な

結果を得た 。さ らに ， マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー
タ
ーに よ る検量 線の 作成 を試み た 。

17． 結晶内面 欠陥 の 挙動 の 原子 格子 的 研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高　井　義　造

　高分解能 電子顕微鏡 を用 い て 格子 欠陥 を原子 レ ベ ル で 動的ある い は 静的に観察 し，そ の 解析

を行 な うこ と を目的 と した 。方法と して （110 ）面 を膜 面に持 っ 約 100A の 厚 さの 金 薄膜 を作

製 し，直接倍率 130万倍で 観察 した。動的観察に は T ．V ．装置を併用 した 。 そ の 結果，双晶境

界や積層欠陥等 の 面欠陥 を原子 レ ベ ル で観察 し， さらに 不整合双晶境界に つ い て は双晶転位 の

動 きに伴な い 移動す る こ とを連続観察 した 。また整合双 晶境界 の 像 コ ン トラス トを電子 回折動

力 学理 論 を用 い て 計算 し，そ の 像解釈 を行 な っ た 。

18． 垂 直 ガ ス 入 射 に よ る テ ー タ

　　　ピ ン チ プ ラ ズ マ ガ ン の 研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湊　　　恒　明

　超高温 研究施設 にお い て 最近 建設 され た装置で は プ ラズ マ ガ ン へ の ガス の 入射 を放電管軸に

垂 直 な方 向 か ら行 う必 要が あ っ た 。 初期 の ガ ス の 非対称な分布に もか か わ らず生成 され る ガ ン

プ ラ ズ マ は軸対称 で 微細構造 を持た な い こ とが望 ま し い 。そ の た め まず ガ ス 入射 の た め の 高速

電 磁弁 の 開発 を行 い ，続 い て プ ラ ズ マ ガ ン 中で の ガ ス ，プ ラ ズ マ の ふ る まい を高速 イ オ ン ゲー

ジ，磁 気 プ ロ
ーブ等 を用 い て 測定 し ， ガ ン プ ラ ズ マ 生成に つ い て の 知見 を得た 。 ガ ン プ ラ ズ マ

が軸対称な 分布 を持 っ て い る こ と を確認 した 。
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